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担
い
手
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、
女
性

農
業
者
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
お
り
、

若
手
を
中
心
と
し
た
女
性
農
業
者
の
活
躍
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
管
内
の
若
手
女
性
農
業

者
の
交
流
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
伊
万
里
・
有
田
地
区
の

若
手
農
業
女
性
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
始

し
ま
し
た
。
今
年
７
月
17
日
に
は
「
デ
キ
る
！

農
業
女
子
講
座
」
を
開
催
し
、
関
係
機
関
を
含

め
た
35
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
２
部
構
成
と
し
、
農
業
機
械
研
修

と
分
科
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
農
業
機
械
研
修

で
は
、「
草
刈
り
機
の
使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
し

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｊ
Ａ
伊
万
里
農
機
具
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
草
刈
り
機
の
操
作
方
法

や
安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
分

科
会
で
は
、「
農
業
を
す
る
う
え
で
気
を
付
け

て
い
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
３
分
科
会
に
分
か

れ
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
安
全
面
で
気

を
付
け
て
い
る
こ
と
や
熱
中
症
対
策
等
の
健
康

面
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
、
家
事
・
育
児
と

農
業
の
両
立
等
働
き
方
で
気
を
付
け
て
い
る
こ

と
な
ど
、様
々
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
伊
万
里
・
有
田
地
区
の
若
手
女
性
農

業
者
の
活
躍
に
向
け
、
取
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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伊万里・有田の若手女性が将来のカギ
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佐賀農業・農村の持続的な発展に向けて、次世代の佐賀農業の担い手の

確保・育成を図るため、市町からの推薦、知事の認定を受けて活躍されて

います。　　 ※敬称略、（新）はR1.7.31からの新規認定者

伊万里・西松浦地区のリーダー達

農　業　士
　農業士は、豊富な知識と経験を有し、かつ農業技術・経営能力が優れ、農業・農村
の活性化等に意欲的に取り組む農業者で、新規就農者や青年・女性農業者等、担い手
の農業経営及び集団活動等に関する指導、農村の活性化に関する活動を支援していた
だく農業者を知事が認定するもので、現在、県下で 137名、当地区では 11名の方
が活躍されています。

（新）福田　由美
（二里町）

●
コ
ネ
ギ
・
水
稲

（新）百武　和子
（有田町）

●
キ
ン
カ
ン
・
酒
米
・
水
稲

坂本　国重
（黒川町）

●
キ
ュ
ウ
リ
・
水
稲

宮本　啓子
（大川町）

●
イ
チ
ゴ
・
水
稲

今泉　朋子
（有田町）

●
水
稲
・
大
豆
・
Ｗ
Ｃ
Ｓ
・

　

飼
料
作
物

中山　一徳
（大川町）

田口　敬一郎
（大川町）

●
梨
・
キ
ュ
ウ
リ
・
水
稲

●
肥
育
牛
・
水
稲
・
Ｗ
Ｃ
Ｓ

金子　順一
（山代町）

●
水
稲
・
キ
ウ
イ
・
す
も
も
・

露
地
み
か
ん

前田　尚充
（南波多町）

●
梨
・
す
も
も
・
水
稲

市丸　初美
（波多津町）

●
花
苗
・
ブ
ロ
イ
ラ
ー

山下　義則
（有田町）

●
肥
育
牛
・
繁
殖
牛
・
水
稲

令和元年７月をもって、
農業士の活動を辞退さ
れました。

堀田 貴子氏（南波多町）

これまで担い手の育成や農
村振興等にご尽力いただき、
ありがとうございました。

～農業士、第14期青年農業士の紹介～
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波
多
津
町
　
市
丸 

道
雄
氏

第 14 期  青年農業士
青年農業士は、将来の地域農業のリーダーとして活躍が期待される若手農業者を知事が
認定（認定期間：３年間）するもので、当地区では新たに８名の方が認定されました。

（新）稗田  孝太郎
（南波多町）

●
キ
ュ
ウ
リ

（新）浦川　健治
（二里町）

●
肥
育
牛
・
繁
殖
牛
・
水
稲 （新）市丸　善登

（波多津町）

●
ブ
ロ
イ
ラ
ー
・
花
苗

（新）稗田  信一郎
（南波多町）

●
梨

（新）池田　祥二
（有田町）

●
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
キ
ン
カ
ン
・

　

水
稲

（新）前田　拓也
（南波多町）

●
肥
育
牛
・
水
稲

（新）中島　克
（大川町）

●
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
肥
育
牛 （新）堀田　将典

（南波多町）

●
梨

春
の
褒
章

黄
綬
褒
章
を
受
章

　

業
務
に
精
励
し
て
他
の
模

範
と
な
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る

黄
綬
褒
章
を
市
丸
道
雄
氏
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

35
歳
で
脱
サ
ラ
し
、
妻
の

初
美
氏
と
家
業
の
養
鶏
を
継

い
で
、
２
０
１
２
年
に
家
族

で
株
式
会
社
百
姓
屋
を
設
立
、

現
在
で
は
、
年
間
約
50
万
羽

を
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
生

産
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
手

掛
け
る
６
次
産
業
化
を
成
功

さ
せ
、
ブ
ラ
ン
ド
「
山
ん
鶏
」

は
国
内
外
の
食
卓
で
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

　

家
族
内
で
は
役
割
分
担
を

行
わ
れ
て
お
り
、
畜
産
業
は
男
性
、
加
工
・
販
売
と
花
苗
栽
培
は
女
性

が
担
当
し
、
女
性
が
働
き
や
す
い
よ
う
に
、
育
児
休
業
制
度
を
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、省
力
化
を
進
め
る
た
め
、鶏
舎
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

制
御
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
新
し
い
農
業
を
い
ち
早
く
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
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㈲伊万里グリーン
ファーム

前田 修造氏

マ
イ
ド
リ
ー
ム

マ
イ
ド
リ
ー
ム

マ
イ
ド
リ
ー
ム

Vol.
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伊万里・有田の若手女性が将来のカギ
～農業女子交流会「デキる！農業女子講座」開催～

新
た
な
果
樹
の
農
業
者
を
増
や
す
取
り
組
み
と
し
て
、

２
年
前
か
ら
就
農
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

７
月
28
日
に
は
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
就
農
セ
ミ

ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
管
内
を
中
心
に
７
名
の
参
加
が
あ

り
、
生
産
者
と
の
意
見
交
換

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
29
日
に
は
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
就
農
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
栽
培

に
興
味
の
あ
る
方
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
希
望

者
は
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度

職
員
紹
介

果
樹
の
新
規
就
農
者

確
保
の
取
り
組
み

前
　
列
（
右
か
ら
）

井
　
上
　
一
　
輝 

（
農
畜
産
担
当
係
長
　
畜
産
）

黒
　
川
　
茂
　
美 

（
副
セ
ン
タ
ー
長
）

南
　
里
　
敏
　
彦 

（
セ
ン
タ
ー
長
）

野
　
中
　
一
　
弥 

（
園
芸
担
当
係
長
　
野
菜
）

西
　
村
　
尚
　
子 

（
経
営
担
当
係
長
　
経
営
）

後
　
列
（
右
か
ら
）

野
　
口
　
真
　
弓 

（
園
芸
担
当
主
査
　
果
樹
）	

前
　
山
　
美
　
和 

（
園
芸
担
当
主
査
　
果
樹
）

藤
　
井
　
美
　
沙 

（
経
営
担
当
技
師
　
経
営
）

德
　
久
　
未
　
来 

（
園
芸
担
当
技
師
　
野
菜
）

森
　
　
　
敬
　
亮 

（
農
畜
産
担
当
主
査
　
作
物
）

友
　
澤
　
佑
　
斗 

（
農
畜
産
担
当
技
師
　
作
物
）

本
　
村
　
勇
　
貴 

（
農
畜
産
担
当
技
師
　
畜
産
）

田
　
中
　
理
　
沙 

（
園
芸
担
当
技
師
　
花
き
）

浦
　
田
　
貴
　
子 

（
園
芸
担
当
主
査
　
花
き)

　
　
　

令
和
2
年
度
　

佐
賀
県
農
業
大
学
校
　
学
生
募
集
【
定
員
50
名
】

　

推
薦
入
試
試
験
日
：
令
和
元
年
10
月
４
日
（
金
）

　

推
薦
入
試
願
書
受
付
期
間
：
令
和
元
年
９
月
２
日
（
月
）

〜
９
月
17
日
（
火
）

　

一
般
入
試
試
験
日
：
令
和
元
年
12
月
13
日
（
金
）

　

一
般
入
試
願
書
受
付
期
間
：
令
和
元
年
11
月
11
日
（
月
）

〜
11
月
27
日
（
水
）

　
　

○
詳
し
く
は　

佐
賀
県
農
業
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
９
５
２
ー
45
ー
２
１
４
４
ま
で

※
花
き
担
当
に
つ
い
て
は
、
東
松
浦

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
兼
務

［
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
就
農
セ
ミ
ナ
ー
］

応
募
条
件
▼
伊
万
里
市
ま
た
は
有
田
町
で
農
業
経
営
と

　
　
　
　
　

し
て
栽
培
を
希
望
す
る
方

開
催
日
時
▼
９
月
29
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時
半

開
催
内
容
▼「
栽
培
概
要
の
紹
介
」「
園
地
見
学
」

　
　
　
　
　
「
先
輩
農
家
と
の
意
見
交
換
」「
個
別
相
談
」

定　
　

員
▼
10
名
程
度
（
※
要
事
前
申
込
）

参
加
費
▼
無　

料

募
集
締
切
▼
９
月
13
日
（
金
）

　

私
は
二
里
町
で
小
ね
ぎ
を
施
設
（
ハ
ウ
ス
）

で
２
・
62 

ha
栽
培
し
て
い
ま
す
。
伊
万
里
商
業

高
校
卒
業
後
、
株
式
会
社
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

ジ
ャ
パ
ン
で
５
年
間
Ｏ
Ｆ
Ｃ
（
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
）
と
し
て
関
東
・
関
西
・
九
州
で
勤
務

を
し
ま
し
た
。
退
職
後
、
滋
賀
県
で
６
か
月
間

農
業
研
修
を
行
い
、
４
年
前
に
（
有)

伊
万
里

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
に
就
農
し
ま
し
た
。
就
農

し
て
か
ら
は
、
品
種
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

土
作
り
に
つ
い
て
は
土
壌
分
析
を
行
い
、
圃
場

の
状
態
に
合
わ
せ
た
肥
料
や
堆
肥
の
調
整
を
行

い
ま
し
た
。
バ
ー
ク
堆
肥
を
使
用
し
、
納
品
さ

れ
た
完
熟
堆
肥
を
更
に
熟
成
さ
せ
て
、
水
、
鶏

糞
、
米
ぬ
か
、
微
生
物
活
性
化
剤
を
投
入
し
て

２
～
３
週
間
熟
成
後
、
圃
場
に
散
布
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
で
土
壌
の
微
生
物
量
を
増
や
し
、

品
質
を
重
視
し
た
小
ね
ぎ
作
り
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

農
業
以
外
で
も
、
佐
賀
県
法
人
協
会
や
佐
賀

県
法
人
協
会
若
手
会
（
佐
農
人
令
和
会
）
の
事

務
局
長
、
伊
万
里
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
多
方

面
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
農
業
の
活

性
化
と
半
永
久
的
に
継
続
で
き
る
農
業
経
営
を

目
指
し
、
日
々
精
進
し
ま
す
。
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